




卓話 「ロータリーの原点」

吉田 隆男

２０２５年１月１７日

１９０５年 ポールハリス 友人３人 ロータリークラブ誕生

２０世紀初 シカゴの荒れていた時代 ・ 公正な取引
・ 親友関係に発展

ロータリーの出発点 会員の職業上の相互扶助と親睦

その後 特許弁護士 ドナルド・カーターに入会を勧誘
入会拒否

①会員以外の人に役立つことをしなければクラブの将来性はない
②何か公共の奉仕 べきだ

相互扶助の独善 鎖性を指摘

クラブはこの考え け入れた 公衆便所の設置

相互扶助の精神 ったわけではない
会員仲間だけでなく、一般奉仕の概念として地域社会まで広げた
相互扶助の精神に、SERVICEの概念が加わり、自分たちのためでなく、
広く一般の人のためになる奉仕の理念に進化

趣旨

・ ロータリーの第一標語(モットー) 超我の奉仕
・ロータリーの第二標語 最もよく奉仕する者、最も多く報いられる

（アーサー・シェルドンの言葉）

小さい火は少しの熱しかおこさない
多くの火は多くの熱を出す
少ない奉仕には少ない報酬しか得られない
より多くの奉仕にはより多くの報酬が得られる
“相手のために最善のサービスをすれば、結果として最大の
金銭的な利益と大きな精神的な満足が得られる”

事業経営上の利益を重視

・アーサー・シェルドンの考え方に対して、ガイ・ガンディカーの考え方

人間性の向上・事業の向上等が大切

営

出典：国際ロータリー第2800地区ＨＰ
ロータリーを学ぶ（鈴木一作）

ロータリーの目的

例会とは

• 息抜きの１時間

• 心も体もリラックスし我に返り、反省し、
人間性を取り戻す

• 他人のことや社会のことを考えるゆと
り

• 考えていた奉仕を実行に移
す決意

「童心に帰る」ポールハリス

例会への出席

•
•

ロータリーを富士の山に例えた場合

国際奉仕

2～3合目⇒社会奉仕

樹林青木ヶ原⇒職業奉仕

裾野 クラブ奉仕・親睦・友愛

国際ロータリーの戦略計画の一環

【中核的価値観がロータリーで占める位置】

・ 事業と専門職における高潔性を土台とする

理念を築く

・ 職業奉仕に献身、すべての取引において高い

倫理基準を守るよう尽力

奉仕 親睦 多様性 高潔性 リーダーシップ

ロータリーの目的 中核的価値観

四つのテスト
ロータリアンの
行動規範

要
約



「ロータリアンの行動規範」

2023年4月理事会会合（決定114号）

１）個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって
行動する。

２）他者に公平に接し、敬意をもって接すること。これには、他者を尊
重する言葉を使う、サポートを示す、温かく迎え入れるインクルー
シブな環境を助長する、多様性を重んじるという「ロータリーの多
様性・公平さ、インクルージョン（ＤＥＩ）の行動規範」を遵守するこ
とが含まれる。

３）ロータリーを通じて自分の職業スキルを生かし、地域社会や世界
のほかの地域の人びとの生活の質を高める。

４）ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動は避
ける。

５）ロータリー関連行事のすべての行動規範に従う。
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ロータリーの魅力を再発見しましょう

ロータリーの魅力はロータリーの心と原点を再確認し、

   ロータリーの基本に返ることで得られる。

ロータリーの原点である親睦と職業奉仕（サーヴィス）を

根幹に、切磋琢磨して品格（高潔性）を高めることをめざ
す。

ロータリーは、この二つを通じて自分を磨く場所

職業奉仕
（サーヴィス）

親 睦

す。
ロータリーの原点 ・ ２つの礎石（いしずえ）

①ロータリーの金看板

② ロータリアンは全員職業人

職業奉仕はロータリアンの基本的生活態度

職業奉仕(サーヴィス)

ロータリーのトレードマーク 根幹

「誠実さ」と 「信用」が大切

“四つのテスト”に基づき、人の為になる職業活動をする

ロータリアン自身の品格（高潔性）を上げる

様々な活動の中で自分を磨く

自分自身の内側を見る

決議23-34（綱領に基づく諸活動に関するロータリーの方針）

事業人及び専門職業人の代表として、ロータリーの奉
仕の哲学を受け入れ、四つのことを実行することを目
指している人々の集まり

日本のロータリークラブ
職業奉仕はロータリーの金看板
ロータリーはもとより事業経営においても、
人生においても、とても大切な奉仕活動、
人生活動である。

奉仕の理論が、職業及び人生における成功と幸
福の真の基礎であることをクラブとして学ぶこと

規定審議会における職業奉仕

２００１年 規定審議会で「一業種一会員
制」がなくなる

２０１３年 仕事をしたことのない人や仕
事を中断している人も正会員
になれるようになる

２０１９年 規定審議会で、職業分類の
制限も廃止

四つのテスト

１．真実かどうか ⇒嘘・偽りはないか

２．みんなに公平か

⇒関係者すべてに公明正大か

３．好意と友情を深めるか

⇒信用を高め、より良い関係を築けるか

４．みんなのためになるかどうか

⇒ 関係者すべてに有益か


